
ＡＨＮ(人工的水分・栄養補給法)の導入に関する意思決定プロセスのフローチャート 

 

以下の意思決定プロセスは「①医療・介護における意思決定プロセス」と「②いのちについて

どう考えるか」に従い、本人・家族や医療・介護・福祉従事者の間のコミュニケーションを通じて皆が

納得できる合意形成とそれに基づく選択・決定を目指して、「ＡＨＮ(人工的水分・栄養補給法)導入に関

する意思決定プロセスにおける留意点」を参考にして個別事例ごとに進めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考・引用資料： 

 「高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイドライン 人工的水分・栄養補給の導入を中心

として」 社団法人 日本老年医学会  

医学的にＡＨＮに延命効果があるとは判断できない 

ＡＨＮにより本人の人生にとって益

となるとは言えない 

・候補となる選択枝の益と害を理解した上で本人の意思(推定を含め)と人生についての理解に照らして最善の道を本人・家族及

び医療ケアチームで考える 

・ＡＨＮ導入をめぐって候補となっている選択肢が何を目指すのか明確にする 

①生命維持により、本人のよい人生が当面、続くことを目指す 

②本人が残された時間をできるだけ快適にすごせる日を目指す 

 

 

 

によりそれなりのＱＯＬの達成が見込まれる 

ＡＨＮにより本人の人生を支え得るＱ

ＯＬを達成できるか疑わしいそれなり

のＱＯＬの達成が見込まれる 

ＡＨＮによりそれなりのＱ

ＯＬの達成が見込まれる 

経口摂取の努力を続ける 

ＡＨＮを導入しないことを含め候補となる選択肢を検討する 

何等かの工夫により経口的にある程度の水

分・栄養の摂取が見込まれる 

経口だけでは水分・栄養摂取が不十分口から食べられな

くなった 必要量を摂れなくなった 

口から食べられなくなった 必要量を摂れなくなった 

経口摂取の可能性を身体機能面とケアの実施可能性の面から十分に評価する 

何らかのＡＨＮを導入すれば延命が見込ま

れる 

①と②が両立するのなら、何らかの

ＡＨＮを導入する 

①の達成が疑わしい場合は本人の人生

にとって何が最善かを判断する 

①の達成が不可能なら、②の達成

を目指す 

ＡＨＮ導入後も継続的にその効果と本人にとっての益を再評価しＡＨＮからの離脱やＡＨＮの中止ないし減量の可能性を含めて

再検討する。(本フローチャートのプロセスをたどり直す) 


